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印刷の歴史
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インダス文明の印章

• 世界４大文明のひとつ

• 印刷の起源 ハンコ

– 同じ情報を伝える必要性

大英博物館蔵 3



百万塔陀羅尼

• 奈良時代、百万件のお経を作った

• 770年 印刷年代の確定できる世界最古の文書
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東アジア木版文化

• 漢字文化には、活版より木版が有利だった

• 原初的なマスコミの成立 識字率の高さ
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活字技法

• 文字ひとつづつを金属の活字に分解。

• これを並べていく。

6



活版の成立 西洋の事情

• アルファベット２６文字しかない世界

• 同じ文字をひたすら彫る不合理

• 活字にたどりつきやすい。
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グーテンベルグの活版印刷術

• 活字・印刷機・印刷インキの同時発明

グーテンベルグ像

最初の印刷機 複製

PRESSの語源
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グーテンベルグ42行聖書

グーテンベルク聖書の初めの1ページ
（テキサス大学所蔵）

このページは40行である。

• 羊皮紙手書きの聖

書イメージを忠実

に再現

• 手彩色との併用

• きわめて完成度が

高い
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活版印刷産業の誕生
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印刷誕生の文化に与えた影響

• 1500年前後から急速に普及

• 書物の大量生産が可能

– 大量確実に情報伝達

– 識字率の増加

– 宗教書から実用書・物語本の成立

– ラテン語から各国語の書物へ

• 国語の確立

– 古典の再発見(ギリシア・ローマ)
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宗教改革

• 聖書の各国語訳

– 聖書の言葉を直接理解

できる

– それまでは聖職者のい

うなり

• 異端書が簡単に流通

– 上からの統制が効かな

い

– ルターとフスの違い

• ヨーロッパの近代をひ

らく

– 経験知の加速度的累積

– 科学の発達

1517年 ルター95ケ条の論題
1518年 印刷されることで普及12



印刷技術の発展

スタンホープ印刷機 国立印刷

局蔵 1850
ニュルンベルグ年代記 1495?
木版と活版の二度刷り • 図の挿入

• 鉄製印刷機 13



その後の活版印刷術

• 人間の文化のみなもとであり続ける。

• 知識の蓄積と流通→二千年紀最大の発明

中西印刷工場風景 1965頃
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印刷の電子化
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５００年間変わらなかった活字技術
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活字技法の限界

• 経済発展と活字のアンバランス

– 急激な経済発展

– 旺盛な読書需要

– かぎられた活字職人

• 活字近代化の各種こころみ

– 活版の自動化 機械化

– モノタイプとライノタイプ

– 父の執念

• 活版という枠内での変革
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機械で植字

ライノタイプ

ライプツィヒ印刷博物館

↓モノタイプ

小池日本語鋳植機

中西印刷 1987
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活字の限界

• 旺盛な需要 おいつかない供給1960年

代

• 活版自動化の限界

– 最後には手先の器用な職人が必要となる

• 活版印刷機ではスピードがあがらない。

• 電算写植の勃興
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電算写植の導入

中西印刷

1986
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電算写植での挑戦

• 活版職人の転職

– 活字をキーボードにもちかえて

– あまりの変化

• 活版のような電算組版へ

– 電算の技術と活版の技の両立

• 活版出身故の特殊性

– 手動写植の経験がない

– フルデジタルに挑むしかない
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愚直なコンピュータとの格闘

• 人間の直観では理解できない

• 恐怖の校正ゾンビ

• 最大の難関・漢字問題
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漢字問題

• 電算写植には文字が追加できない

– 各社のお仕着せ、もしくはJIS

– 漢字が足りない！

– 文化系の和文学術印刷は不可能

• JIS漢字の混乱

– 拡張新字体の採用

– 森「鷗外」問題 「鴎外」しかでなかった。

• Windows Vistaからかなり元に戻している

– 上に出てますから (「區鳥」とか苦労していた)
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JIS78-83問題
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詳しくは

• 活字が消えた日

– 中西秀彦 松香堂 2011

– 1800円+税

– ISBN978-4-87974-

652-8

• 学術出版の技術変遷論考－活

版からDTPまで－

– 中西秀彦 印刷学会出版部

2012

– 6800円+税

– ISBN978-4-87085-

205-1 25



活版の消滅

• １９９０年代に急速に消滅

– パソコンの発展と反比例

• ＤＴＰの登場

– それは単なる電子化ではなかった。
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ＤＴＰの成立

• Desk Top Publishing

– 机の上で出版ができる

• 道具としてのパソコンの発見

– タイプからパソコンへ

– ワードプロセッサー

• プロの電算写植からアマのDTP
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ＤＴＰとワープロ

• ＤＴＰとワープロはどこが違うのだろうか。

• ワープロ

– 文章の入力に重点

– 文書としてはひとつ

– 図や写真の取り扱いに制限

• ＤＴＰ

– 表現に重点

• 入力はワープロでする。

– 文書として多数

– 図や写真などの取り扱いが自由
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ＤＴＰの成立 技術的背景

• Macintoshの登場

– GUIパソコン

• レーザープリンタの登場

– ＰＤＬによる自由度の拡大

• WYSIWYGの登場

• どれも、７０年代にあった技術だが大衆

化
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ＷＹＳＩＷＹＧ革命

• What You see is what you get

• 操作性の向上

• 熟練不要

• ＤＴＰの普及を促進
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印刷の現在
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コンピュータ化を支えた印刷技術

• コンピュータで作れるのは綺麗な１枚だ

け

• これをどうやって印刷するのか

• 平版印刷の普及
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平版印刷の発展

• 現代の膨大な印刷物はほとんど平版

• 写真印刷に向く技法

• 原理も写真そのもの
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輪転機による高速大量印刷

• 平行運動から、回転運動による大量化

• 新聞・雑誌の大量配布とマスコミの成立

• １時間１０万枚の高速回転印刷

ウォルタープレス 1868

最新の輪転印刷機 両面フルカラー 36



オンデマンド印刷

• On Demand 要求があり次第

• なぜ、旧印刷システムはオンデマンドで

ないのか

• 印刷版を作ることの呪縛

– 10枚でも100，000枚でも版を作るのは同

じ

• 大量に作らなければ引き合わない

– 大量生産、大量消費の誘惑

– 量産効果がでやすい印刷物
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さまざまに試みられたオンデマンド印刷方式

有版オフセット Heidelberg QM-DI 

インクジェット Epson PL1000

液体トナー HP Indigo
固体トナー XEROX ColorDocutech 38



オンデマンド出版

• 欲しい人に欲しいだけ確実に届ける出版

• 出したい人が出したいだけ刷る出版

• 絶版がない出版

• 実例

– ブックパーク

• 著者がオンデマンド本販売サイトに委託

• 個別発注が可能

– 自分の好きな短編だけをまとめて一冊にすることなど

– 三省堂オンデマンド

• 店頭で好きな本を印刷・製本してくれる
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大活字本の挑戦

• 弱視者向け大きな文字の本

• オンデマンドで成功

• あらたな分野の開発
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そして 本が消える
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電子時代

• 2009年インターネット広告費が新聞広

告費を上回る

• 大学図書館の資料購入費の７割はオンラ

イン情報の購入費とも

• 紙の印刷の存在価値とは？

– 紙価格上昇で紙離れ加速
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媒体別広告費
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電子書籍の成功

• Amazon Kindle

– 薄くて軽い

– ある程度の画面の広さ

– 圧倒的なコンテンツ量

• 通信機能装備

• iPad

– パソコン的な要素

• 動画表示なども可能

• 幅広い層に受け入れ
Amazon Kindle2  2009
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図書館と電子書籍

• 電子書籍の図書館での利点

– 複本不要 データが１つあればいい

– 本の保管、整理が不要

• 破損・劣化・亡失・誤配架・書架不足 なし

– 貸し出し中で借りられないという本がなくなる

– 書き込み前提の本もかしだせる

– 利用者は来館する必要がない

• 自宅のネット環境からアクセス

– 障がい者支援

– 全文検索等の提供

– 図書「館」という概念そのものの変化へ49



印刷会社にとっての電子時代

• 印刷屋は電子時代に何を作って生き延びるか

• インターネットの登場（1995）

– 印刷はいらない

– なくならないにしても減る

• オンラインジャーナル（1997）

– WWWサイトを定期的に更新

– データベースの役割

– 現状では学術書中心

• 英 Oxford Journalsとの提携

– チャンスを逃すな！
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全社あげてオンラインへの取組

SGML技術の習得

オンライン組版と

紙印刷の考え方の

違いへの対応

PDFの限界

日本で唯一の英文

オンラインジャー

ナル対応

51順調にいくはずだったが



インドショック

• 2003年夏 Oxford訪問

– 組み版方針の転換通告

– イギリスの工場の閉鎖

– ヨーロッパ・日本からも組み版引き揚げ

– インドへ集中させる

• 圧倒的な低価格 人件費 日本の1/20

• 世界を制する技術力

• 英語が母国語ともいえる環境

– 英語オンラインジャーナル事業の限界
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日本語オンラインジャーナルが

あるじゃないか！
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SGMLからXMLへ

• eXtensible Markup Language

– 現在電子文書の中心

• SGMLより文書記述の拡張性が大きい

• データ交換

• メタデータ記述 (RDF)

– 適用範囲が広い

• 電子ジャーナル

• 電子書籍 (XHTML, EPUB)

– Microsoft Officeなどでの一般化

• .docx  .xlsx ファイル

– JATSの多言語対応への協力 54



NLMサイト

• http://jats.nlm.nih.gov/publishing/tag-library/0.4/

• Elements <name-alternatives>

55



2012年7月世界初の和文オンライン

ジャーナルが中西から
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